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事業実績前年度対比

令和３年度  決算報告（正味財産増減計算書）

事
業
報
告

（１）

　　

定時評議員会の様子

令和２年度
3,779人
2,001人
5,780人
1,864人

122,903千円
673,972千円
141,328千円
938,203千円

32.2％

令和３年度
3,923人
2,115人
6,038人
1,781人

132,242千円
623,423千円
135,293千円
890,958千円

29.5%

対前年度比
103.8%
105.7%
104.5%
95.5%
107.6%
92.5%
95.7%
95.0%
－

項　　　目
  男
 会 員 数 女
  計
就 業 実 人 員
  公共
 契 約 金 額 企業
  個人
  計
就 業 率

受託事業収益
葬祭場管理運営事業収益
労働者派遣事業等受託収益
職業紹介事業受託収益
基本財産運用益
特定資産運用益
受取会員登録手数料
受取補助金等
受取寄付金
雑収益

経常収益計
事業費
管理費

経常費用計

固定資産売却益
経常外収益計

固定資産売却（除却）損
経常外費用計

経常収益

経常費用

当期経常増減額
経常外収益

経常外費用

当期経常外増減額
当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高

決算額
890,958,124

232,543,005

8,483,779

0

45,759

1,824

459,000

100,050,000

0

2,816

1,232,544,307
1,171,978,288

38,132,662

1,210,110,950
22,433,357

0

0
379,500

379,500
△ 379,500
22,053,857

237,403,182
259,457,039

（単位：円）（令和３年４月１日から令和４年３月31日まで）
科　　　　　　目

　　
令
和
３
年
度
は
、
昨
年
度
か
ら
引
き
続
く
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
規
模
で

の
拡
大
に
よ
る
影
響
が
大
き
く
、
経
済
活
動
の

先
行
き
不
透
明
感
が
強
ま
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
企
業
の
受
注
契

約
の
見
直
し
や
就
業
の
見
合
わ
せ
、
公
共
受
注

の
一
部
就
業
中
止
な
ど
に
よ
り
、
契
約
金
額
は

減
少
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
70
歳
ま
で
の
就
業
確
保
が
努
力
義
務

と
な
る
改
正
高
齢
者
雇
用
安
定
法
の
施
行
な
ど

か
ら
、
会
員
の
増
強
に
係
る
周
辺
環
境
が
厳
し

く
な
る
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
た
め
、
例
年
行
っ
て
い
た
区
民
祭
へ
の
参

加
な
ど
市
民
の
方
へ
直
接
的
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ

う
な
活
動
を
中
止
し
ま
し
た
が
、
老
人
福
祉
施

設
で
の
募
集
広
告
入
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の

配
布
や
、
タ
ウ
ン
情
報
誌
へ
の
募
集
記
事
の
掲

載
回
数
を
増
や
す
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
実
行
可
能
な
取
組
を
実
施
し
た
結
果
、
会
員

数
は
令
和
２
年
度
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
葬
祭
場
運
営
事
業
に
つ
い
て
は
、「
か
わ
さ

き
南
部
斎
苑
」
及
び
「
か
わ
さ
き
北
部
斎
苑
」

の
指
定
管
理
者
と
し
て
事
業
運
営
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
増
加
す
る
火
葬
件
数
に
対
応
す
る
た
め
、
南

北
斎
苑
で
の
夏
期
・
冬
期
の
友
引
日
開
苑
や
、

北
部
斎
苑
の
火
葬
件
数
を
増
や
す
な
ど
対
応

し
、
令
和
３
年
度
の
目
標
を
上
回
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
第
１
回
定
時
理
事
会
が
５
月
30
日

に
開
催
さ
れ
、次
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

定
時
理
事
会

【
議
　
案
】

①
令
和
３
年
度
事
業
報
告
及
び
事
業
報
告
の

附
属
明
細
書
の
承
認
に
つ
い
て

②
令
和
３
年
度
決
算
（
計
算
書
類
等
）
の
承

認
に
つ
い
て

③
評
議
員
選
定
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
④
令
和
４
年
度
定
時
評
議
員
会
の
日
時
及
び

場
所
並
び
に
目
的
で
あ
る
事
項
等
の
決
定

に
つ
い
て

〈
抜
粋
〉

　
令
和
４
年
度
定
時
評
議
員
会
及
び
令
和
４
年
度

第
２
回
臨
時
理
事
会
が
６
月
21
日
に
開
催
さ
れ
、

次
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

定
時
評
議
員
会

【
議
　
案
】

①
令
和
３
年
度
決
算
（
計
算
書
類
等
）
の
承

認
に
つ
い
て

②
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

臨
時
理
事
会

　
【
議
　
案
】

　
理
事
長
及
び
常
務
理
事
の
選
定
に
つ
い
て



安
全
就
業
だ
よ
り

安
全
就
業
だ
よ
り

○
最
優
秀
作
品

「
安
全
は
、あ
せ
ら
ず
、急
が
ず
、

　
　
　
　
　
　   

　無
理
を
せ
ず
」

    

　
　
　

 

夏
虫 

ま
き
江 

南
部
会
員

（２）

　
６
月
28
日（
火
）、
第
１
回
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
題
は
、 
①
令
和
４
年
度
「
安
全
就

業
標
語
」
の
選
定 

②
令
和
３
年
度
の
委
員
会
及
び
各
事

務
所
の
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議
の
事
業
報
告 

③
令

和
３
年
度
事
故
発
生
状
況
に
つ
い
て
等
で
、
そ
れ
ぞ
れ
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
安
全
就
業
標
語
」
は
71
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
委
員

会
で
選
定
し
た
結
果
、
最
優
秀
作
品
が
１
作
品
、
優
秀
が

２
作
品
、
佳
作
が
３
作
品
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
事
故
発
生
状
況
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
に

比
べ
、
傷
害
事
故
は
２
件
減
少
の
９
件
、
賠
償
事
故
は
５

件
減
少
の
３
件
と
な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度 

第
１
回

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
開
催

令
和
４
年
度

川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

安
全
就
業
標
語

安全・適正就業委員会の様子

（左）田村担当部長・南部事務所長  （右）池田理事長

（
右
）矢
吹
会
員

　

〇
優
秀
作
品

「
余
裕
な
い 

焦
る
心
に 

事
故
招
く
!
!
」

村
岡 

算
人 

南
部
会
員

「
自
己
過
信
！ 

慣
れ
た
時
こ
そ 

再
確
認
」

川
添 

善
市 

南
部
会
員

　
佳
作
と
し
て
、
中
島 

治 

南
部
会
員
、
上
條 

正
雄 

北

部
会
員
、
尾
崎 
三
千
子 

北
部
会
員
が
入
選
し
ま
し
た
。

（
公
社
）神
奈
川
県

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
主
催

「
安
全
就
業
」
表
彰
式

　（
公
社
）神
奈
川
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
主

催
の
令
和
３
年
度
安
全
就
業
標
語
の
募
集
に
お
い
て
、
矢

吹 

富
雄 

南
部
事
務
所
会
員
の
標
語
が
「
優
秀
賞
」
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
安
全
就
業
優
秀
・
優
良
拠
点
」

に
当
セ
ン
タ
ー
南
部
事
務
所
が
２
年
連
続
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

〇
神
奈
川
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　安
全
就
業
標
語
「
優
秀
賞
」

　「コ
ロ
ナ
禍
で 

大
き
な
声
を
出
せ
ね
ど
も

マ
ス
ク
の
下
か
ら
指
差
呼
称
」

　
　矢
吹 

富
雄 

南
部
会
員

〇
優
秀
作
品

　
夏
虫

　ま
き
江

　南
部
会
員

【
仕
事
の
内
容
】
　家
事
援
助
作
業

【
い
つ
ど
こ
で
】　
令
和
２
年
仕
事
先
の
家
の
中
で

【
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
体
験
事
例
】

　
今
の
建
設
事
情
の
為
、
階
段
が
狭
く
て
急
勾
配
で

す
。
そ
の
階
段
掃
除
が
１
階
〜
３
階
へ
と
つ
づ
き
ま

す
。
ゴ
ミ
袋
片
手
、
掃
除
ワ
イ
パ
ー
片
手
に
階
段
は

曲
が
っ
て
い
ま
す
。

　
足
を
踏
み
外
し
そ
う
に
な
り
、
す
ぐ
横
の
手
す
り

に
つ
か
ま
り
ま
し
た
。

【
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
が
発
生
し
た
理
由
、
原
因
、

改
善
点
等
】
　

　
狭
い
急
勾
配
の
階
段
に
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
事
と
、

ゴ
ミ
袋
、
掃
除
ワ
イ
パ
ー
等
で
両
手
が
ふ
さ
が
っ
て

い
た
事
が
理
由
。

　
掃
除
ワ
イ
パ
ー
の
柄
を
短
く
し
、
ゴ
ミ
袋
は
エ
プ

ロ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
ピ
ン
で
と
め
、
つ
ね
に
片
手
は

空
け
て
お
く
様
に
し
ま
し
た
。

　
佳
作
と
し
て
、
高
垣 

敏
夫 

中
部
会
員
が
入
選
し
ま
し

た
。

　
大
き
な
事
故
が
１
件
起
き
た
時
は
、
そ
の
背
景
に
小
さ

な
事
故
が
29
件
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
が
3
0
0
件
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
は
、
た
ま
た
ま
大
き
な

事
故
に
な
ら
な
か
っ
た
だ
け
で
、
大
き
な
事
故
の
原
因
と

同
じ
で
あ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
常
々
「
ヒ
ヤ
リ
」
や
「
ハ
ッ
」
と
気
づ
け
る
感
覚
を
持

つ
事
や
、日
々
の
業
務
に
慣
れ
過
ぎ
な
い
事
が
重
要
で
す
。

は
い

は
い

は
い

は
い

【
疑
わ
れ
る
症
状
】 
め
ま
い
・
失
神
・
筋
肉
痛
・
筋
肉
の
硬
直
・

 

大
量
の
発
汗
・
頭
痛
・
不
快
感
・

　
　
　
　
　
　
　
　 

吐
き
気
な
ど

そ
の
ま
ま
安
静
に
し
て
十
分
な
休
息
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

外
出
先
で
症
状
が
あ
っ
た
場
合
は
、
症
状
が
回
復
し
て
か
ら

帰
宅
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

医 療 機 関 へ
本人が倒れたなど状況を知っている方がいれば、
付き添って発症時の状況を伝えてください。

い
い
え

い
い
え

い
い
え

熱中症が疑われた場合の対応について

　令和3年度は、令和2年度と比較すると、傷害事故は2件減少、賠償の事故件数は5件
の減少となりました。傷害事故については転倒による事故がもっとも多く、傷害事故の
約7割を占める結果となりました。賠償事故については、買物カゴをお客様に当ててしま
ったり、草刈機で小石を飛ばすなどして物を損壊した等の内容となっております。いずれ
もちょっとした気の緩みや不注意から起こってしまったという報告が挙がっています。
　令和3年度の事故件数計は12件と令和2年度の19件に比べ、事故は7件減少となり
ました。また、過去5年間では最も少ない件数となっております。
事故発生件数においても、減少傾向にありますが、今後におきましても自身の健康面、
また、就業中や就業場所に行く時、帰るとき等、気の緩みが無いよう、常に周囲の状況
等を気にしていただき、事故の防止に努めましょう。

令和３年度 事故件数に関する分類について

0

5

10

15

20

（３）

①就業／途上別

就業中
10件

途上
2件

75～79歳
6件

男性
6件

女性
6件

②年齢別

70～74歳
6件

⑤賠償事故内訳

過去5年間の事故件数推移（件数）

3年度29年度

傷害事故

賠償事故

30年度 元年度

④傷害事故内訳

転倒
6件

③男女別内訳

事故発生件数

墜落、転落
1件熱中症

18.2％

無理な
動作
1件

激突
1件

事故種別

傷害

賠償

合計

 令和 
２年度

11件

8件

19件

倒したり、
ぶつけたり
して損壊
1件

その他
就業中の損壊

1件

3

7

12

8 8

9

17
14

10 11

2年度

飛散させた
もので損壊
1件

 令和 
３年度

9件

3件

12件

増減

△2件

△5件

△7件

チ
ェ
ッ
ク
① 

熱
中
症
を
疑
う
症
状
は
あ
り
ま
す
か
？

チ
ェ
ッ
ク
② 

意
識
が
あ
り
ま
す
か
？

近
く
に
い
る
方
は

た
だ
ち
に
救
急
車
を

呼
ん
で
く
だ
さ
い

チ
ェ
ッ
ク
③ 

水
分
を
自
力
で
摂
取
で
き
ま
す
か
？

チ
ェ
ッ
ク
④ 

症
状
が
よ
く
な
り
ま
し
た
か
？

涼
し
い
場
所
へ
避
難
し
、
服
を
ゆ
る
め
体
を
冷
や
す

水
枕
や
保
冷
剤
で
両
側
の
首
筋
や
わ
き
、
足
の
付
け
根
な
ど
を
冷

や
し
ま
し
ょ
う
。
皮
ふ
に
水
を
か
け
て
、
う
ち
わ
等
で
風
を
あ
て

る
こ
と
で
も
体
を
冷
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

水
分
・
塩
分
を
補
給
す
る

大
量
に
汗
を
か
い
て
い
る
場
合
は
、
ス
ポ
ー
ツ

ド
リ
ン
ク
や
食
塩
水
（
１
ℓ
の
水
に
対
し
て
１

〜
２
ｇ
の
食
塩
を
加
え
る
）が
よ
い
で
し
ょ
う
。
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安
全
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業
だ
よ
り
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優
秀
作
品

「
安
全
は
、あ
せ
ら
ず
、急
が
ず
、

　
　
　
　
　
　   

　無
理
を
せ
ず
」

    

　
　
　

 

夏
虫 

ま
き
江 

南
部
会
員

（２）

　
６
月
28
日（
火
）、
第
１
回
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
題
は
、 

①
令
和
４
年
度
「
安
全
就

業
標
語
」
の
選
定 

②
令
和
３
年
度
の
委
員
会
及
び
各
事

務
所
の
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議
の
事
業
報
告 

③
令

和
３
年
度
事
故
発
生
状
況
に
つ
い
て
等
で
、
そ
れ
ぞ
れ
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
安
全
就
業
標
語
」
は
71
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
委
員

会
で
選
定
し
た
結
果
、
最
優
秀
作
品
が
１
作
品
、
優
秀
が

２
作
品
、
佳
作
が
３
作
品
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
事
故
発
生
状
況
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
に

比
べ
、
傷
害
事
故
は
２
件
減
少
の
９
件
、
賠
償
事
故
は
５

件
減
少
の
３
件
と
な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度 

第
１
回

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
開
催

令
和
４
年
度

川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

安
全
就
業
標
語

安全・適正就業委員会の様子

（左）田村担当部長・南部事務所長  （右）池田理事長

（
右
）矢
吹
会
員

　

〇
優
秀
作
品

「
余
裕
な
い 

焦
る
心
に 

事
故
招
く
!
!
」

村
岡 

算
人 

南
部
会
員

「
自
己
過
信
！ 

慣
れ
た
時
こ
そ 

再
確
認
」

川
添 

善
市 

南
部
会
員

　
佳
作
と
し
て
、
中
島 

治 

南
部
会
員
、
上
條 

正
雄 

北

部
会
員
、
尾
崎 

三
千
子 

北
部
会
員
が
入
選
し
ま
し
た
。

（
公
社
）神
奈
川
県

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
主
催

「
安
全
就
業
」
表
彰
式

　（
公
社
）神
奈
川
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
主

催
の
令
和
３
年
度
安
全
就
業
標
語
の
募
集
に
お
い
て
、
矢

吹 

富
雄 

南
部
事
務
所
会
員
の
標
語
が
「
優
秀
賞
」
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
安
全
就
業
優
秀
・
優
良
拠
点
」

に
当
セ
ン
タ
ー
南
部
事
務
所
が
２
年
連
続
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

〇
神
奈
川
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　安
全
就
業
標
語
「
優
秀
賞
」

　「コ
ロ
ナ
禍
で 

大
き
な
声
を
出
せ
ね
ど
も

マ
ス
ク
の
下
か
ら
指
差
呼
称
」

　
　矢
吹 

富
雄 

南
部
会
員

〇
優
秀
作
品

　
夏
虫

　ま
き
江

　南
部
会
員

【
仕
事
の
内
容
】
　家
事
援
助
作
業

【
い
つ
ど
こ
で
】　
令
和
２
年
仕
事
先
の
家
の
中
で

【
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
体
験
事
例
】

　
今
の
建
設
事
情
の
為
、
階
段
が
狭
く
て
急
勾
配
で

す
。
そ
の
階
段
掃
除
が
１
階
〜
３
階
へ
と
つ
づ
き
ま

す
。
ゴ
ミ
袋
片
手
、
掃
除
ワ
イ
パ
ー
片
手
に
階
段
は

曲
が
っ
て
い
ま
す
。

　
足
を
踏
み
外
し
そ
う
に
な
り
、
す
ぐ
横
の
手
す
り

に
つ
か
ま
り
ま
し
た
。

【
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
が
発
生
し
た
理
由
、
原
因
、

改
善
点
等
】
　

　
狭
い
急
勾
配
の
階
段
に
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
事
と
、

ゴ
ミ
袋
、
掃
除
ワ
イ
パ
ー
等
で
両
手
が
ふ
さ
が
っ
て

い
た
事
が
理
由
。

　
掃
除
ワ
イ
パ
ー
の
柄
を
短
く
し
、
ゴ
ミ
袋
は
エ
プ

ロ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
ピ
ン
で
と
め
、
つ
ね
に
片
手
は

空
け
て
お
く
様
に
し
ま
し
た
。

　
佳
作
と
し
て
、
高
垣 

敏
夫 

中
部
会
員
が
入
選
し
ま
し

た
。

　
大
き
な
事
故
が
１
件
起
き
た
時
は
、
そ
の
背
景
に
小
さ

な
事
故
が
29
件
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
が
3
0
0
件
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
は
、
た
ま
た
ま
大
き
な

事
故
に
な
ら
な
か
っ
た
だ
け
で
、
大
き
な
事
故
の
原
因
と

同
じ
で
あ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
常
々
「
ヒ
ヤ
リ
」
や
「
ハ
ッ
」
と
気
づ
け
る
感
覚
を
持

つ
事
や
、日
々
の
業
務
に
慣
れ
過
ぎ
な
い
事
が
重
要
で
す
。

は
い

は
い

は
い

は
い

【
疑
わ
れ
る
症
状
】 

め
ま
い
・
失
神
・
筋
肉
痛
・
筋
肉
の
硬
直
・

 

大
量
の
発
汗
・
頭
痛
・
不
快
感
・

　
　
　
　
　
　
　
　 

吐
き
気
な
ど

そ
の
ま
ま
安
静
に
し
て
十
分
な
休
息
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

外
出
先
で
症
状
が
あ
っ
た
場
合
は
、
症
状
が
回
復
し
て
か
ら

帰
宅
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

医 療 機 関 へ
本人が倒れたなど状況を知っている方がいれば、
付き添って発症時の状況を伝えてください。

い
い
え

い
い
え

い
い
え

熱中症が疑われた場合の対応について

　令和3年度は、令和2年度と比較すると、傷害事故は2件減少、賠償の事故件数は5件
の減少となりました。傷害事故については転倒による事故がもっとも多く、傷害事故の
約7割を占める結果となりました。賠償事故については、買物カゴをお客様に当ててしま
ったり、草刈機で小石を飛ばすなどして物を損壊した等の内容となっております。いずれ
もちょっとした気の緩みや不注意から起こってしまったという報告が挙がっています。
　令和3年度の事故件数計は12件と令和2年度の19件に比べ、事故は7件減少となり
ました。また、過去5年間では最も少ない件数となっております。
事故発生件数においても、減少傾向にありますが、今後におきましても自身の健康面、
また、就業中や就業場所に行く時、帰るとき等、気の緩みが無いよう、常に周囲の状況
等を気にしていただき、事故の防止に努めましょう。

令和３年度 事故件数に関する分類について

0

5

10

15

20

（３）

①就業／途上別

就業中
10件

途上
2件

75～79歳
6件

男性
6件

女性
6件

②年齢別

70～74歳
6件

⑤賠償事故内訳

過去5年間の事故件数推移（件数）

3年度29年度

傷害事故

賠償事故

30年度 元年度

④傷害事故内訳

転倒
6件

③男女別内訳

事故発生件数

墜落、転落
1件熱中症

18.2％

無理な
動作
1件

激突
1件

事故種別

傷害

賠償

合計

 令和 
２年度

11件

8件

19件

倒したり、
ぶつけたり
して損壊
1件

その他
就業中の損壊

1件

3

7

12

8 8

9

17
14

10 11

2年度

飛散させた
もので損壊
1件

 令和 
３年度

9件

3件

12件

増減

△2件

△5件

△7件

チ
ェ
ッ
ク
① 

熱
中
症
を
疑
う
症
状
は
あ
り
ま
す
か
？

チ
ェ
ッ
ク
② 

意
識
が
あ
り
ま
す
か
？

近
く
に
い
る
方
は

た
だ
ち
に
救
急
車
を

呼
ん
で
く
だ
さ
い

チ
ェ
ッ
ク
③ 

水
分
を
自
力
で
摂
取
で
き
ま
す
か
？

チ
ェ
ッ
ク
④ 

症
状
が
よ
く
な
り
ま
し
た
か
？

涼
し
い
場
所
へ
避
難
し
、
服
を
ゆ
る
め
体
を
冷
や
す

水
枕
や
保
冷
剤
で
両
側
の
首
筋
や
わ
き
、
足
の
付
け
根
な
ど
を
冷

や
し
ま
し
ょ
う
。
皮
ふ
に
水
を
か
け
て
、
う
ち
わ
等
で
風
を
あ
て

る
こ
と
で
も
体
を
冷
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

水
分
・
塩
分
を
補
給
す
る

大
量
に
汗
を
か
い
て
い
る
場
合
は
、
ス
ポ
ー
ツ

ド
リ
ン
ク
や
食
塩
水
（
１
ℓ
の
水
に
対
し
て
１

〜
２
ｇ
の
食
塩
を
加
え
る
）が
よ
い
で
し
ょ
う
。



会
員
の
ひ
ろ
ば
（
投
稿
）

（４）

◆
投
稿
記
事・写
真
を
募
集
し
ま
す

　
会
報
編
集
委
員
会
で
は
会
員
投
稿
記
事
や
写
真
な

ど
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

◆
募
集
内
容
（
①
、 

②
ど
ち
ら
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）

　
①
投
稿
記
事
…
例
：
感
染
症
の
予
防
に
つ
い
て
、

就
業
時
の
経
験
談
、
私
の
健
康
法

な
ど
約
３
０
０
字
程
度

　
②
写
　
　
真
…
風
景
、
草
花
や
自
作
の
絵
画
・
彫

刻
な
ど
の
写
真
（
Ｌ
版
又
は
２
Ｌ

版
）
に
タ
イ
ト
ル
（
コ
メ
ン
ト
が

あ
れ
ば
１
０
０
文
字
以
内
で
）
を

添
え
て
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
方
法

　
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
ご
郵
送

　
く
だ
さ
い
。

◆
送
り
先
　〒
２
１
０
―
０
０
２
６

　
川
崎
市
川
崎
区
堤
根
34
―
15

  

（
公
財
）川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
会
報
編
集
委
員
会
迄

　
※
採
用
さ
れ
た
方
に
は
、Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
贈
呈

　
　
い
た
し
ま
す
。

　
私
の
健
康
法
の
ル
ー
ツ

　
２
０
１
６
年
９
月
、
敬
老
の
日
、
福
島
に
旅
を
し
ま

し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
原
発
事
故
で
、
今
な
お
全
町

避
難
が
続
き
、
解
除
が
依
然
と
し
て
見
え
な
い
こ
の
「
無

人
の
町
」
で
、
い
つ
か
故
郷
に
戻
れ
る
事
を
信
じ
て
、

町
民
の
留
守
を
守
る
お
年
寄
り
達
が
い
ま
し
た
。

　
そ
の
名
は
「
じ
じ
い
部
隊
」。
交
代
で
現
地
に
駐
在
し
、

草
刈
り
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
汗
を
流
す
。『
若
い
者

と
違
っ
て
俺
た
ち
は
、
町
中
を
知
り
尽
く
し
て
い
る
年

の
功
だ
』
と
誇
ら
し
げ
に
語
る
姿
が
ま
ぶ
し
く
頼
も
し
い
。

年
齢
は
、
私
達
シ
ル
バ
ー
人
材
メ
ン
バ
ー
よ
り
は
る
か

に
高
齢
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
非
常
に
明
る
く
お
元
気
で
す
。

　「
お
元
気
の
秘
訣
は
？
」
と
聞
く
と
「
秘
訣
な
ん
か
な

い
や
。
努
力
あ
る
の
み
で
す
。
た
だ
医
師
が
推
奨
す
る

健
康
法
『
一
、
十
、
百
、
千
、
万
の
す
す
め
』
を
実
践

し
て
い
る
」
と
言
わ
れ
、
そ
の
内
容
を
教
わ
り
ま
し
た
。

日
に
「
一
回
」
は
少
し
長
め
の
文
章
を
読
む
。「
十
回
」

大
笑
い
。「
百
回
」
深
呼
吸
。「
千
字
」
は
文
字
を
千
字

以
上
書
く
。「
一
万
歩
」
は
歩
く
こ
と
。

　「
じ
じ
い
部
隊
」
の
メ
ン
バ
ー
は
、
毎
日
、
新
聞
を
読
み
、

気
取
ら
ず
笑
い
の
絶
え
な
い
会
話
や
連
絡
に
歩
き
、
草

刈
り
や
作
業
後
、
ラ
ジ
オ
体
操
で
深
く
息
を
吸
っ
た
り

は
い
た
り
。
新
聞
の
記
事
や
コ
ラ
ム
を
書
き
写
し
た
り

読
ん
だ
り
と
胸
を
張
る
。

　「
で
も
日
に
一
万
歩
は
さ
す
が
に
・
・
・
」
と
苦
笑
し

て
終
わ
り
ま
し
た
。

　
私
も
「
じ
じ
い
部
隊
」
よ
り
刺
激
を
受
け
２
０
１
７

年
１
月
元
旦
よ
り
実
践
。
毎
日
千
文
字
書
く
為
に
「
マ

イ
ブ
ッ
ク
２
０
１
７
年
の
記
録〝
自
分
の
本
〞新
潮
文
庫
」

を
購
入
し
、
毎
年
12
月
31
日
に
出
来
上
が
っ
た
一
冊
を

見
て
、
今
年
も
自
分
に
勝
っ
た
と
。
今
年
で
６
冊
と
な

り
ま
し
た
。
　

　
一
万
歩
も
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
一
万
歩
以
上
、
今
は
仕

事
が
少
な
く
５
千
〜
６
千
歩
で
す
。
で
も
健
康
法
は
自

分
自
身
の
為
持
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。

南
部
事
務
所佐藤 

正 

会
員

『
家
族
・
友
人
紹
介
制
度
』を

　
　
　
　
　  開
始
い
た
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
８
月
１
日（
月
）か
ら
「
家
族
・
友
人
紹
介

制
度
」
を
開
始
い
た
し
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
当
セ
ン

タ
ー
に
登
録
さ
れ
て
い
る
会
員
の
皆
様
を
対
象
と
し
て
、

紹
介
し
た
会
員
及
び
紹
介
を
受
け
て
会
員
登
録
さ
れ
た

方
に
対
し
、Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
進
呈
さ
せ
て
い
た
だ
く
も

の
で
す
。

　
ご
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、
信
頼
で
き
る
ご
友
人
な
ど
、

60
歳
以
上
で
川
崎
市
内
在
住
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
是
非
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

【
家
族
・
友
人
紹
介
制
度
の
流
れ
】

①
紹
介
者
（
既
に
会
員
登
録
さ
れ
て
い
る
方
）
か
ら
、

会
員
登
録
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
へ
、
本
誌
６
ペ
ー
ジ

に
あ
り
ま
す
『
家
族
・
友
人
紹
介
カ
ー
ド
』
を
お
渡

し
く
だ
さ
い
。

※『
家
族
・
友
人
紹
介
カ
ー
ド
』
の
【
紹
介
者
（
会
員
）】

欄
に
紹
介
者
の
会
員
番
号
と
会
員
氏
名
、
新
規
入

会
希
望
者
の
氏
名
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
紹

介
者
が
不
明
の
場
合
、『
家
族
・
友
人
紹
介
カ
ー
ド
』

は
無
効
と
な
り
ま
す
。

※
ご
紹
介
す
る
方
が
複
数
い
ら
っ
し
ゃ
る
場
合
は
、

本
誌
６
ペ
ー
ジ
を
コ
ピ
ー
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

②
会
員
登
録
を
さ
れ
る
方
は
、
紹
介
者
か
ら
受
け
取
っ

た
『
家
族
・
友
人
紹
介
カ
ー
ド
』
を
ご
持
参
の
う
え
、

当
セ
ン
タ
ー
に
て
入
会
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
会
員
登
録
が
完
了
し
ま
し
た
ら
、
後
日
、
紹
介
者
と

ご
登
録
い
た
だ
い
た
方
そ
れ
ぞ
れ
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド

５
０
０
円
分
を
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
紹
介
者
は
、
紹
介
し
た
方
の
会
員
登
録
に
ご
同
行

い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。



会
員
の
ひ
ろ
ば
（
投
稿
）

（４）

◆
投
稿
記
事・写
真
を
募
集
し
ま
す

　
会
報
編
集
委
員
会
で
は
会
員
投
稿
記
事
や
写
真
な

ど
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

◆
募
集
内
容
（
①
、 

②
ど
ち
ら
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）

　
①
投
稿
記
事
…
例
：
感
染
症
の
予
防
に
つ
い
て
、

就
業
時
の
経
験
談
、
私
の
健
康
法

な
ど
約
３
０
０
字
程
度

　
②
写
　
　
真
…
風
景
、
草
花
や
自
作
の
絵
画
・
彫

刻
な
ど
の
写
真
（
Ｌ
版
又
は
２
Ｌ

版
）
に
タ
イ
ト
ル
（
コ
メ
ン
ト
が

あ
れ
ば
１
０
０
文
字
以
内
で
）
を

添
え
て
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
方
法

　
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
ご
郵
送

　
く
だ
さ
い
。

◆
送
り
先
　〒
２
１
０
―
０
０
２
６

　
川
崎
市
川
崎
区
堤
根
34
―
15

  

（
公
財
）川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
会
報
編
集
委
員
会
迄

　
※
採
用
さ
れ
た
方
に
は
、Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
贈
呈

　
　
い
た
し
ま
す
。

　
私
の
健
康
法
の
ル
ー
ツ

　
２
０
１
６
年
９
月
、
敬
老
の
日
、
福
島
に
旅
を
し
ま

し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
原
発
事
故
で
、
今
な
お
全
町

避
難
が
続
き
、
解
除
が
依
然
と
し
て
見
え
な
い
こ
の
「
無

人
の
町
」
で
、
い
つ
か
故
郷
に
戻
れ
る
事
を
信
じ
て
、

町
民
の
留
守
を
守
る
お
年
寄
り
達
が
い
ま
し
た
。

　
そ
の
名
は
「
じ
じ
い
部
隊
」。
交
代
で
現
地
に
駐
在
し
、

草
刈
り
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
汗
を
流
す
。『
若
い
者

と
違
っ
て
俺
た
ち
は
、
町
中
を
知
り
尽
く
し
て
い
る
年

の
功
だ
』
と
誇
ら
し
げ
に
語
る
姿
が
ま
ぶ
し
く
頼
も
し
い
。

年
齢
は
、
私
達
シ
ル
バ
ー
人
材
メ
ン
バ
ー
よ
り
は
る
か

に
高
齢
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
非
常
に
明
る
く
お
元
気
で
す
。

　「
お
元
気
の
秘
訣
は
？
」
と
聞
く
と
「
秘
訣
な
ん
か
な

い
や
。
努
力
あ
る
の
み
で
す
。
た
だ
医
師
が
推
奨
す
る

健
康
法
『
一
、
十
、
百
、
千
、
万
の
す
す
め
』
を
実
践

し
て
い
る
」
と
言
わ
れ
、
そ
の
内
容
を
教
わ
り
ま
し
た
。

日
に
「
一
回
」
は
少
し
長
め
の
文
章
を
読
む
。「
十
回
」

大
笑
い
。「
百
回
」
深
呼
吸
。「
千
字
」
は
文
字
を
千
字

以
上
書
く
。「
一
万
歩
」
は
歩
く
こ
と
。

　「
じ
じ
い
部
隊
」
の
メ
ン
バ
ー
は
、
毎
日
、
新
聞
を
読
み
、

気
取
ら
ず
笑
い
の
絶
え
な
い
会
話
や
連
絡
に
歩
き
、
草

刈
り
や
作
業
後
、
ラ
ジ
オ
体
操
で
深
く
息
を
吸
っ
た
り

は
い
た
り
。
新
聞
の
記
事
や
コ
ラ
ム
を
書
き
写
し
た
り

読
ん
だ
り
と
胸
を
張
る
。

　「
で
も
日
に
一
万
歩
は
さ
す
が
に
・
・
・
」
と
苦
笑
し

て
終
わ
り
ま
し
た
。

　
私
も
「
じ
じ
い
部
隊
」
よ
り
刺
激
を
受
け
２
０
１
７

年
１
月
元
旦
よ
り
実
践
。
毎
日
千
文
字
書
く
為
に
「
マ

イ
ブ
ッ
ク
２
０
１
７
年
の
記
録〝
自
分
の
本
〞新
潮
文
庫
」

を
購
入
し
、
毎
年
12
月
31
日
に
出
来
上
が
っ
た
一
冊
を

見
て
、
今
年
も
自
分
に
勝
っ
た
と
。
今
年
で
６
冊
と
な

り
ま
し
た
。
　

　
一
万
歩
も
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
一
万
歩
以
上
、
今
は
仕

事
が
少
な
く
５
千
〜
６
千
歩
で
す
。
で
も
健
康
法
は
自

分
自
身
の
為
持
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。

南
部
事
務
所佐藤 

正 

会
員

『
家
族
・
友
人
紹
介
制
度
』を

　
　
　
　
　  開
始
い
た
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
８
月
１
日（
月
）か
ら
「
家
族
・
友
人
紹
介

制
度
」
を
開
始
い
た
し
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
当
セ
ン

タ
ー
に
登
録
さ
れ
て
い
る
会
員
の
皆
様
を
対
象
と
し
て
、

紹
介
し
た
会
員
及
び
紹
介
を
受
け
て
会
員
登
録
さ
れ
た

方
に
対
し
、Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
進
呈
さ
せ
て
い
た
だ
く
も

の
で
す
。

　
ご
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、
信
頼
で
き
る
ご
友
人
な
ど
、

60
歳
以
上
で
川
崎
市
内
在
住
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
是
非
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

【
家
族
・
友
人
紹
介
制
度
の
流
れ
】

①
紹
介
者
（
既
に
会
員
登
録
さ
れ
て
い
る
方
）
か
ら
、

会
員
登
録
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
へ
、
本
誌
６
ペ
ー
ジ

に
あ
り
ま
す
『
家
族
・
友
人
紹
介
カ
ー
ド
』
を
お
渡

し
く
だ
さ
い
。

※『
家
族
・
友
人
紹
介
カ
ー
ド
』
の
【
紹
介
者
（
会
員
）】

欄
に
紹
介
者
の
会
員
番
号
と
会
員
氏
名
、
新
規
入

会
希
望
者
の
氏
名
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
紹

介
者
が
不
明
の
場
合
、『
家
族
・
友
人
紹
介
カ
ー
ド
』

は
無
効
と
な
り
ま
す
。

※
ご
紹
介
す
る
方
が
複
数
い
ら
っ
し
ゃ
る
場
合
は
、

本
誌
６
ペ
ー
ジ
を
コ
ピ
ー
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

②
会
員
登
録
を
さ
れ
る
方
は
、
紹
介
者
か
ら
受
け
取
っ

た
『
家
族
・
友
人
紹
介
カ
ー
ド
』
を
ご
持
参
の
う
え
、

当
セ
ン
タ
ー
に
て
入
会
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
会
員
登
録
が
完
了
し
ま
し
た
ら
、
後
日
、
紹
介
者
と

ご
登
録
い
た
だ
い
た
方
そ
れ
ぞ
れ
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド

５
０
０
円
分
を
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
紹
介
者
は
、
紹
介
し
た
方
の
会
員
登
録
に
ご
同
行

い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　会員の方がご紹介したご家族・ご友人が、会員登録をした際に、紹介者と新規登録者の
　それぞれに、ＱＵＯカード500円分をプレゼントいたします。
　会員のみなさま、ご家族はもちろん、信頼できるご友人などをご紹介ください。

③プレゼント ③プレゼント

② 登 録

① 紹 介

「家族・友人紹介カード」を

紹介者から受け取る

「家族・友人紹介カード」の「紹介者」、

「新規入会希望者」欄に記入

申込書に「家族・友人紹介

カード」を添付

会

員

会
員
登
録
希
望
者

（５）



様式１

 　　   　　■川崎市シルバー人材センター会員の条件

６６００歳歳以以上上でで市市内内在在住住の健康で働く意欲のある方なら、男女を問わず
どなたでも会員として登録出来ます。
また、以前登録をされていて、退会された方の再入会につきましても
対象となります。

会員登録の方法につきましては、まずは下記の担当事務所へお電話ください。

会員登録手続のご案内や会員申込書等を郵送いたします。

南部事務所 ０４４－２２２－１５５０

　　　　公　益　財　団　法　人　　　川　崎　市　シ　ル　バ　ー　人　材　セ　ン　タ　ー

多摩区・麻生区
にお住まいの方 北部事務所 ０４４－９８０－０１３１

本本カカーードドはは会会員員登登録録時時にに申申込込書書とと一一緒緒にに、、
各各担担当当事事務務所所にに提提出出ししててくくだだささいい

セセ  ンン  タタ  ーー  記記  入入  欄欄 会会員員番番号号：：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　受受付付日日　　（（西西暦暦））　　  　　                　　　　年年　　            月月  　　　　　　　　日日

　    　家族・友人紹介カード

新規入会希望者
　フリガナ

　氏　　名

高津区・宮前区
にお住まいの方 中部事務所 ０４４－８２２－５０３１

紹介者とのご関係
（※いずれかに丸印）

友人（知人） 家　族

        紹介者（会員）
会　員　番　号 　　　　　　会　員　氏　名

川崎区・幸区･中原区
にお住まいの方

新企画！
 脳力トレーニング！！
「クロスワードパズル」

広
報
用
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト（
ス
テ
ッ
カ
ー
）を

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
作
成
し
ま
し
た
！

（７）

1 2 3 4

5 6 7

8 9

10 11 12

13 14 15 16

17

A B C D E F G H

　
セ
ン
タ
ー
の
広
報
活
動
の
取
組
と
し
て
記
憶
に
残
り

や
す
く
、
場
所
を
選
ば
ず
に
広
告
宣
伝
が
で
き
る
ク
ル

マ
用
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
（
ス
テ
ッ
カ
ー
）
を
新
し
く

作
成
し
ま
し
た
。

　
車
体
と
シ
ー
ト
（
ス
テ
ッ
カ
ー
）
の
色
味
や
文
字
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
少
し
で
も
宣
伝
効
果
を
上
げ
ら
れ

る
よ
う
試
行
錯
誤
し
、
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
か
つ
人
の
目

を
惹
き
や
す
い
色
と
言
わ
れ
る
黄
色
（
イ
エ
ロ
ー
）
を

基
調
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
に
し
ま
し
た
。

　
作
成
し
た
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
（
ス
テ
ッ
カ
ー
）
を
、

各
事
務
所
で
使
用
し
て
い
る
社
用
車
に
貼
り
付
け
る
と

い
う
新
し
い
普
及
啓
発
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。
動
く
看
板
が
も
た

ら
す
効
果
を
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
　 

　多くの会員の皆様に「シルバーかわさき」を楽しんでいただくた
めの第１弾として「クロスワードパズル」を企画しました。プレゼ
ントをご用意しましたので、是非ご参加ください。
　タテのカギ、ヨコのカギのヒントを頼りにクロスワードを完成さ
せ、マスＡ～Ｈを順番に並べてできるキーワードをハガキにご明記
のうえ、ご応募ください。正解者の中から抽選で10名様にＱＵＯカ
ード500円分をプレゼントいたします。

【応募方法】
ハガキに　①会員番号　②会員氏名　
③住所　④キーワード　を記入のうえ、
下記までお送りください。

〒210-0026
川崎市川崎区堤根34-15
(公財)川崎市シルバー人材センター
　　　　　　　　会報編集委員会宛て

※応募締切
　　 令和４年８月31日(水)まで（必着）
※ご応募は会員１名につき１回までとい
　たします。　

C E

B

G

H

F

A D

★タテのカギ
タテ１
タテ２
タテ３
タテ４
タテ６
タテ９
タテ10
タテ12
タテ14
タテ16

◇ヨコのカギ
ヨコ２
ヨコ５
ヨコ７
ヨコ８
ヨコ11
ヨコ13
ヨコ15
ヨコ17

大勢が一度に乗ることが出来る乗合自動車。     
からだの性質。「虚弱〇〇〇〇」     
除草作業で使う代表的な道具。     
家にいないふりをすること。     
除草作業で刈り取るもの。     
液体や粉末などをかき混ぜる装置。     
一番多いこと。「〇〇〇勝利投手」     
日が暮れて間もないころ。「〇〇の口」     
囲み。骨組み。物の周りを取り囲む線。「〇〇組み」     
アメリカ・カナダなどのお金の単位。     

たくさんの人が集まる会合のこと。     
縁日で見かける「金魚〇〇〇」。     
円形や球形に近い形。     
生の魚介類を切り、醤油などをつけて食べる料理。     
月が明るく照らす夜。     
動かすことができないほどの、大きな石。     
サッカーの日本代表長友選手のポジション。「〇〇〇バック」     
客を乗せて運ぶ自動車。距離や時間に応じたお金を取る。     

◎キーワード

配分金支払日

7月分

8月分

9月分

8月25日 ㈭

9月26日 ㈪

10月25日 ㈫

7月分から9月分の配分金支払日は
次のとおりです。

※配分金は、 月末で締め、 翌月25日 
（金融機関が休みの場合は翌営業日）
に指定された口座に、お支払いします。

（６）



新企画！
 脳力トレーニング！！
「クロスワードパズル」

広
報
用
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト（
ス
テ
ッ
カ
ー
）を

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
作
成
し
ま
し
た
！

（７）

1 2 3 4

5 6 7

8 9

10 11 12

13 14 15 16

17

A B C D E F G H

　
セ
ン
タ
ー
の
広
報
活
動
の
取
組
と
し
て
記
憶
に
残
り

や
す
く
、
場
所
を
選
ば
ず
に
広
告
宣
伝
が
で
き
る
ク
ル

マ
用
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
（
ス
テ
ッ
カ
ー
）
を
新
し
く

作
成
し
ま
し
た
。

　
車
体
と
シ
ー
ト
（
ス
テ
ッ
カ
ー
）
の
色
味
や
文
字
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
少
し
で
も
宣
伝
効
果
を
上
げ
ら
れ

る
よ
う
試
行
錯
誤
し
、
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
か
つ
人
の
目

を
惹
き
や
す
い
色
と
言
わ
れ
る
黄
色
（
イ
エ
ロ
ー
）
を

基
調
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
に
し
ま
し
た
。

　
作
成
し
た
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
（
ス
テ
ッ
カ
ー
）
を
、

各
事
務
所
で
使
用
し
て
い
る
社
用
車
に
貼
り
付
け
る
と

い
う
新
し
い
普
及
啓
発
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。
動
く
看
板
が
も
た

ら
す
効
果
を
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
　 

　多くの会員の皆様に「シルバーかわさき」を楽しんでいただくた
めの第１弾として「クロスワードパズル」を企画しました。プレゼ
ントをご用意しましたので、是非ご参加ください。
　タテのカギ、ヨコのカギのヒントを頼りにクロスワードを完成さ
せ、マスＡ～Ｈを順番に並べてできるキーワードをハガキにご明記
のうえ、ご応募ください。正解者の中から抽選で10名様にＱＵＯカ
ード500円分をプレゼントいたします。

【応募方法】
ハガキに　①会員番号　②会員氏名　
③住所　④キーワード　を記入のうえ、
下記までお送りください。

〒210-0026
川崎市川崎区堤根34-15
(公財)川崎市シルバー人材センター
　　　　　　　　会報編集委員会宛て

※応募締切
　　 令和４年８月31日(水)まで（必着）
※ご応募は会員１名につき１回までとい
　たします。　

C E

B

G

H

F

A D

★タテのカギ
タテ１
タテ２
タテ３
タテ４
タテ６
タテ９
タテ10
タテ12
タテ14
タテ16

◇ヨコのカギ
ヨコ２
ヨコ５
ヨコ７
ヨコ８
ヨコ11
ヨコ13
ヨコ15
ヨコ17

大勢が一度に乗ることが出来る乗合自動車。     
からだの性質。「虚弱〇〇〇〇」     
除草作業で使う代表的な道具。     
家にいないふりをすること。     
除草作業で刈り取るもの。     
液体や粉末などをかき混ぜる装置。     
一番多いこと。「〇〇〇勝利投手」     
日が暮れて間もないころ。「〇〇の口」     
囲み。骨組み。物の周りを取り囲む線。「〇〇組み」     
アメリカ・カナダなどのお金の単位。     

たくさんの人が集まる会合のこと。     
縁日で見かける「金魚〇〇〇」。     
円形や球形に近い形。     
生の魚介類を切り、醤油などをつけて食べる料理。     
月が明るく照らす夜。     
動かすことができないほどの、大きな石。     
サッカーの日本代表長友選手のポジション。「〇〇〇バック」     
客を乗せて運ぶ自動車。距離や時間に応じたお金を取る。     

◎キーワード

配分金支払日

7月分

8月分

9月分

8月25日 ㈭

9月26日 ㈪

10月25日 ㈫

7月分から9月分の配分金支払日は
次のとおりです。

※配分金は、 月末で締め、 翌月25日 
（金融機関が休みの場合は翌営業日）
に指定された口座に、お支払いします。
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◎
安
全
・
適
正
就
業
巡
回
指
導

令
和
４
年
７
月
４
日（
月
）

　
高
津
区
に
あ
る
光
明
寺
に
お
け
る
屋
外
作
業
の
現
場

を
中
部
事
務
所
の
安
全
・
適
正
就
業
委
員
１
名
と
職
員

１
名
で
巡
回
し
ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
が
依
頼
さ
れ
て
い
る
仕
事
と
し
て
は
、

年
に
６
回
程
度
の
除
草
作
業
と
お
墓
周
り
の
お
掃
除
を

行
っ
て
い
ま
す
。
　

　
現
場
で
は
、主
に
除
草
作
業
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

当
日
は
雨
が
降
っ
た
り
止
ん
だ
り
し
て
お
り
地
面
も
濡

れ
て
足
を
取
ら
れ
そ
う
な
場
所
も
あ
る
た
め
、
普
段
以

上
に
足
元
に
気
を
付
け
て
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
安
全
・
適
正
就
業
委
員
か
ら
は
ニ
ュ
ー
ス
で
も
多
く

取
り
上
げ
て
い
る
「
猛
暑
」
と
い
う
状
況
下
で
会
員
は

し
っ
か
り
と
休
憩
を
取
り
、
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
す

る
な
ど
熱
中
症
対
策
も
し
て
い
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ

た
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
巡
回
指
導

に
つ
い
て

令
和
４
年
５
月
12
日（
木
）

　
安
全
・
適
正
就
業
委
員
及
び
事
務
局
職
員
で
、
多
摩

区
長
沢
に
あ
る
物
件
敷
地
内
の
除
草
作
業
の
巡
回
指
導

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
作
業
場
所
は
、
長
沢
浄
水
場
の
近
く
に
あ
る
広
大
な

敷
地
で
、
６
名
の
北
部
事
務
所
除
草
班
に
所
属
し
て
い

る
会
員
が
、
年
に
数
回
、
敷
地
内
の
除
草
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
は
じ
め
に
委
員
２
名
が
就
業
の
現
場
を
確

認
し
、
そ
の
後
、
就
業
会
員
に
対
し
て
作
業
内
容
に
関

す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　
巡
回
し
た
委
員
の
報
告
書
に
は
「
広
い
敷
地
を
ベテ
ラ
ン

の
方
６
名
で
、

効
率
良
く
分

担
し
除
草
を

行
っ
て
お
り
、

現
場
リ
ー

ダ
ー
の
下
、

皆
さ
ん
が
手

際
良
く
、
そ

し
て
安
全
に

十
分
気
を
配

り
な
が
ら
作

業
を
し
て
い

ま
し
た
」
と

記
載
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

 

◎
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議

令
和
４
年
７
月
８
日（
金
）

　
中
部
事
務
所
会
議
室
に
て
、
令
和
４
年
度
第
１
回
中

部
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議
を
実
施
し
ま
し

た
。

　「
令
和
４
年
度
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
の
報
告
」「
熱

中
症
の
予
防
」「
植
木
・
除
草
作
業
会
員
へ
の
熱
中
症

予
防
の
周
知
」
に
つ
い
て
資
料
に
基
づ
き
事
務
局
か
ら

報
告
・
説
明
等
を
行
い
ま
し
た
。
安
全
・
適
正
就
業
委

員
や
対
策
員
か
ら
は
喉
が
渇
い
て
か
ら
水
分
補
給
を
す

る
の
で
は
も
う
遅
い
の
で
は
な
い
か
。
少
し
ず
つ
で
も

細
目
に
水
分
補
給
を
し
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
等

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
の
事
故
発
生
状
況
に
つ
い
て
は
、
傷
害

事
故
の
内
訳
を
全
体
で
見
る
と
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

転
倒
事
故
が

多
い
印
象
を

持
ち
ま
し

た
。
中
部
事

務
所
で
は
傷

害
事
故
１
件

と
賠
償
事
故

が
な
し
と
い

う
結
果
と
な

り
、
事
故
が

少
な
い
一
年

で
あ
っ
た
と

報
告
い
た
し

ま
し
た
。

★
除
草
か
ら
ス
プ
ー
ン
づ
く
り
へ

　〜
更
な
る
達
成
感
を
求
め
て
〜

佐
藤
成
光
会
員
（
川
崎
区
・
90
歳
）

　
16
年
間
に
わ
た
る
除
草
作
業
を
昨
年
度
で
退
か
れ
、

現
在
は
趣
味
の
木
製
ス
プ
ー
ン
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
佐
藤
成
光
さ
ん
。
ご
自
宅
を
訪
問
す
る
と
、
作

業
場
を
兼
ね
た
玄
関
に
は
、
こ
れ
ま
で
除
草
作
業
で
使

用
し
て
き
た
自
作
の
鎌
や
、
ス
プ
ー
ン
制
作
に
必
要
な

機
械
、
道
具
類
、
材
料
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
ま
し
た
。

ス
プ
ー
ン
づ
く
り

　
た
だ
、
こ
こ
数
年
、
作
業
中
に
息
苦
し
さ
を
感
じ
た

り
、
重
い
も
の
を
持
ち
づ
ら
く
な
っ
て
き
た
り
し
た
た

め
、
除
草
作
業
か
ら
は
退
か
れ
ま
し
た
が
、「
や
る
こ

と
が
な
く
て
時
間
を
持
て
余
す
こ
と
が
苦
手
な
性
分
な

ん
で
、
少
な
い
材
料
で
で
き
、
あ
え
て
時
間
が
う
ん
と

か
か
る
も
の
と
い
う
こ
と
で
木
製
の
ス
プ
ー
ン
づ
く
り

を
始
め
て
ね
。
一
つ
と
し
て
同
じ
も
の
が
で
き
な
い
面

白
さ
が
あ
る
し
、
差
し
上
げ
る
と
皆
さ
ん
喜
ん
で
く
れ

る
の
が
う
れ
し
く
て
。」
と
益
々
生
き
生
き
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
堅
い
桜
や
枇

杷
の
木
に
、
型

紙
に
デ
ザ
イ
ン

し
た
も
の
を
転

写
し
、
そ
こ
か

ら
徐
々
に
さ
ま

ざ
ま
な
個
性
を

持
っ
た
ス
プ
ー

ン
が
形
作
ら
れ

て
い
き
ま
す
。

　「
日
に
２
本

ず
つ
く
ら
い
の

ペ
ー
ス
で
や
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
は
最
高
傑
作
だ
と
納
得
の
い
く

も
の
は
、
ま
だ
な
い
か
な
あ
。
で
も
時
間
は
た
っ
ぷ
り

あ
る
の
で
、
今
後
も
じ
っ
く
り
や
っ
て
い
き
ま
す
よ
。」

と
更
な
る
達
成
感
を
求
め
て
日
々
制
作
に
意
欲
を
燃
や

さ
れ
て
い
ま
す
。

除
草
作
業

　
佐
藤
さ
ん
は
、
も
と
も
と
、
大
工
や
、
ア
ル
ミ
サ
ッ

シ
の
組
立
、
加
工
と
い
っ
た
お
仕
事
に
携
わ
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
町
内
会
の

回
覧
板
の
記
事
が
き
っ
か
け
で
平
成
18
年
に
入
会
さ
れ

ま
し
た
。
除
草
作
業
は
、
当
時
の
職
員
に
勧
め
ら
れ
初

め
て
取
り
組
む
こ
と
に
。

　「
始
め
た
こ
ろ
は
、
草
花
の
名
前
も
分
か
ら
な
く
て
、

お
客
様
か
ら
尋
ね
ら
れ
て
も
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
ん
で

す
ね
。
そ
れ
で
通
信
教
育
な
ど
で
勉
強
し
て
、
そ
こ
か

ら
だ
ん
だ
ん
面
白
く
な
っ
て
い
っ
た
ん
で
す
よ
。」

　
道
具
に
も
独
自
の
こ
だ
わ
り
を
お
持
ち
で
、
処
分
す

る
古
い
鎌
を
譲
り
受
け
、
刃
先
を
狭
く
し
た
り
、
長
さ

や
角
度
を
変
え
た
り
し
た
ね
じ
り
鎌
を
30
丁
ほ
ど
自
作

し
て
、
土
の
硬
さ
や
草
の
種
類
に
よ
っ
て
使
い
分
け
て

き
た
そ
う
で
す
。「
時
間
や
、
除
草
の
仕
方
な
ど
、
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
も
踏
ま
え
て
最
適
な
も
の
を
選
ん
で
作

業
し
、
そ
れ
が
う
ま
く
い
っ
た
時
の
達
成
感
が
糧
と
な

っ
て
続
け
て
こ
ら
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。」
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４
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）

　
高
津
区
に
あ
る
光
明
寺
に
お
け
る
屋
外
作
業
の
現
場

を
中
部
事
務
所
の
安
全
・
適
正
就
業
委
員
１
名
と
職
員

１
名
で
巡
回
し
ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
が
依
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さ
れ
て
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る
仕
事
と
し
て
は
、
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に
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回
程
度
の
除
草
作
業
と
お
墓
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り
の
お
掃
除
を

行
っ
て
い
ま
す
。
　

　
現
場
で
は
、主
に
除
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作
業
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

当
日
は
雨
が
降
っ
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り
止
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だ
り
し
て
お
り
地
面
も
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を
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な
場
所
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以
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に
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に
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ま
し
た
。

　
安
全
・
適
正
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は
ニ
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で
も
多
く

取
り
上
げ
て
い
る
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猛
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と
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う
状
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下
で
会
員
は
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と
休
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を
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り
、
こ
ま
め
に
水
分
補
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を
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る
な
ど
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中
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対
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も
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る
様
子
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見
受
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担
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を
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安
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に
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が
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と
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安
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・
適
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対
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会
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８
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中
部
事
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所
会
議
室
に
て
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和
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度
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回
中

部
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所
安
全
・
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正
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会
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に
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き
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転
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印
象
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持
ち
ま
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た
。
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部
事
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所
で
は
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害
事
故
１
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と
賠
償
事
故

が
な
し
と
い

う
結
果
と
な

り
、
事
故
が

少
な
い
一
年

で
あ
っ
た
と

報
告
い
た
し

ま
し
た
。
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除
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か
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ス
プ
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ン
づ
く
り
へ
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更
な
る
達
成
感
を
求
め
て
〜

佐
藤
成
光
会
員
（
川
崎
区
・
90
歳
）

　
16
年
間
に
わ
た
る
除
草
作
業
を
昨
年
度
で
退
か
れ
、

現
在
は
趣
味
の
木
製
ス
プ
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ン
づ
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り
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
佐
藤
成
光
さ
ん
。
ご
自
宅
を
訪
問
す
る
と
、
作

業
場
を
兼
ね
た
玄
関
に
は
、
こ
れ
ま
で
除
草
作
業
で
使

用
し
て
き
た
自
作
の
鎌
や
、
ス
プ
ー
ン
制
作
に
必
要
な

機
械
、
道
具
類
、
材
料
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
ま
し
た
。

ス
プ
ー
ン
づ
く
り

　
た
だ
、
こ
こ
数
年
、
作
業
中
に
息
苦
し
さ
を
感
じ
た

り
、
重
い
も
の
を
持
ち
づ
ら
く
な
っ
て
き
た
り
し
た
た

め
、
除
草
作
業
か
ら
は
退
か
れ
ま
し
た
が
、「
や
る
こ

と
が
な
く
て
時
間
を
持
て
余
す
こ
と
が
苦
手
な
性
分
な

ん
で
、
少
な
い
材
料
で
で
き
、
あ
え
て
時
間
が
う
ん
と

か
か
る
も
の
と
い
う
こ
と
で
木
製
の
ス
プ
ー
ン
づ
く
り

を
始
め
て
ね
。
一
つ
と
し
て
同
じ
も
の
が
で
き
な
い
面

白
さ
が
あ
る
し
、
差
し
上
げ
る
と
皆
さ
ん
喜
ん
で
く
れ

る
の
が
う
れ
し
く
て
。」
と
益
々
生
き
生
き
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
堅
い
桜
や
枇

杷
の
木
に
、
型

紙
に
デ
ザ
イ
ン

し
た
も
の
を
転

写
し
、
そ
こ
か

ら
徐
々
に
さ
ま

ざ
ま
な
個
性
を

持
っ
た
ス
プ
ー

ン
が
形
作
ら
れ

て
い
き
ま
す
。

　「
日
に
２
本

ず
つ
く
ら
い
の

ペ
ー
ス
で
や
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
は
最
高
傑
作
だ
と
納
得
の
い
く

も
の
は
、
ま
だ
な
い
か
な
あ
。
で
も
時
間
は
た
っ
ぷ
り

あ
る
の
で
、
今
後
も
じ
っ
く
り
や
っ
て
い
き
ま
す
よ
。」

と
更
な
る
達
成
感
を
求
め
て
日
々
制
作
に
意
欲
を
燃
や

さ
れ
て
い
ま
す
。

除
草
作
業

　
佐
藤
さ
ん
は
、
も
と
も
と
、
大
工
や
、
ア
ル
ミ
サ
ッ

シ
の
組
立
、
加
工
と
い
っ
た
お
仕
事
に
携
わ
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
町
内
会
の

回
覧
板
の
記
事
が
き
っ
か
け
で
平
成
18
年
に
入
会
さ
れ

ま
し
た
。
除
草
作
業
は
、
当
時
の
職
員
に
勧
め
ら
れ
初

め
て
取
り
組
む
こ
と
に
。

　「
始
め
た
こ
ろ
は
、
草
花
の
名
前
も
分
か
ら
な
く
て
、

お
客
様
か
ら
尋
ね
ら
れ
て
も
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
ん
で

す
ね
。
そ
れ
で
通
信
教
育
な
ど
で
勉
強
し
て
、
そ
こ
か

ら
だ
ん
だ
ん
面
白
く
な
っ
て
い
っ
た
ん
で
す
よ
。」

　
道
具
に
も
独
自
の
こ
だ
わ
り
を
お
持
ち
で
、
処
分
す

る
古
い
鎌
を
譲
り
受
け
、
刃
先
を
狭
く
し
た
り
、
長
さ

や
角
度
を
変
え
た
り
し
た
ね
じ
り
鎌
を
30
丁
ほ
ど
自
作

し
て
、
土
の
硬
さ
や
草
の
種
類
に
よ
っ
て
使
い
分
け
て

き
た
そ
う
で
す
。「
時
間
や
、
除
草
の
仕
方
な
ど
、
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
も
踏
ま
え
て
最
適
な
も
の
を
選
ん
で
作

業
し
、
そ
れ
が
う
ま
く
い
っ
た
時
の
達
成
感
が
糧
と
な

っ
て
続
け
て
こ
ら
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。」



(左)大森会員　(中)小川会員　(右)和地管理係長

障
害
を
お
持
ち
の
方
の

複
合
施
設
で
活
躍
中
の

会
員
さ
ん
の
御
紹
介

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

（10）

　「
よ
み
う
り
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
」
の
南
、
多
摩
丘
陵
の

稜
線
上
（
麻
生
区
細
山
）
に
、
社
会
福
祉
法
人
セ
イ
ワ

川
崎
授
産
学
園
と
い
う
障
害
を
お
持
ち
の
方
を
支
援
す

る
複
合
施
設
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
齋
藤
会
員
・
新
井

会
員
・
小
川
会
員
・
大
森
会
員
の
４
名
が
清
掃
の
お
仕

事
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
取
材
当
日
に
当
番
の
小

川
会
員
と
大
森
会
員
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

【
和
地
管
理
係
長
様
の
お
話
】当
学
園
は
、入
所
・
通
所
・

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
、
1
0
0
名
以
上
の
障
害
を
お
持

ち
の
利
用
者
が
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
中
は
、
手
工

芸
品
作
り
や
腐
葉
土
作
り
、
ま
た
、
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ

な
ど
の
お
菓
子
作
り
や
外
部
の
公
園
の
清
掃
な
ど
の
様
々

な
作
業
活
動
の
ほ
か
、
散
歩
な
ど
利
用
者
の
生
活
リ
ズ

ム
を
整
え
る
よ
う
な
活
動
や
、
お
茶
会
な
ど
の
余
暇
活

動
も
行
う
な
ど
、
日
々
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
民
交
流
事
業
に
お
い
て
、
市
民
の
皆
様

に
障
害
者
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
受
け
入
れ
に
向
け
た
講
座
を
開
催
し
た
り
、
天

体
観
望
会
等
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
、施
設
の
廊
下
や
ト
イ
レ
・

食
堂
等
の
清
掃
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
４

名
の
メ
ン
バ
ー
に
交
代
で
２
名
ず
つ
、
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
ま
で
の
朝
９
時
か
ら
12
時
ま
で
、
３
時
間
の
お
仕

事
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
就
業
日
数
は
そ
れ
ぞ
れ
１

か
月
に
10
日
程
度
で
す
。
廊
下
は
長
く
て
ト
イ
レ
も
汚

れ
や
す
い
の
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
仕
事
ぶ
り
は
素
晴
ら

し
く
、
職
員
一
同
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

【
小
川
会
員
の
お
話
】「
こ
こ
で
の
就
業
は
入
所
者
や
職

員
の
皆
様
と
の
関
係
が
素
晴
ら
し
く
、
充
実
感
と
満
足

感
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
お
仕
事
は
な
か
な
か
大
変
で
、

最
初
の
頃
は
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
詰
ま
っ
て
水

が
溢
れ
る
事
が
あ
り
、『
何
で
？
』
と
当
惑
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
今
は
『
そ
ん
な
事
が
あ
っ
て
も
当
た

り
前
』
と
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
清
掃
の
技
術

を
身
に
つ
け
た
の
で
、
何
が
あ
っ
て
も
大
丈
夫
で
す
」

【
大
森
会
員
の
お
話
】「
こ
の
お
仕
事
を
紹
介
さ
れ
て
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
の
あ
る
前
日
は
気
力

が
充
実
し
、
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。
入
所
し
て
い
る

方
か
ら
『
２
〜
３
日
、
見
か
け
な
か
っ
た
け
ど
、
お
元

気
で
す
か
？
』
と
言
わ
れ
た
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
方

は
知
的
障
害
が
あ
る
そ
う
で
す
が
、
優
し
い
こ
こ
ろ
を

お
持
ち
で
、
私
を
心
配
し
て
く
れ
て
い
た
の
で
す
。
そ

ん
な
事
が
た
び
た
び
あ
り
ま
す
。
仕
事
を
通
じ
て
社
会

と
つ
な
が
る
事
が
で
き
て
、
今
は
生
き
が
い
す
ら
感
じ

て
い
ま
す
。
身
体
が
元
気
な
う
ち
は
こ
の
仕
事
を
続
け

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

【
齋
藤
会
員
の
お
話
】「
初
め
て
の
就
業
で
し
た
が
、
職

員
の
皆
様
に
は
親
切
丁
寧
に
接
し
て
い
た
だ
き
、
思
い

や
り
に
あ
ふ
れ
た
職
場
で
楽
し
く
働
か
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
」

【
新
井
会
員
の
お
話
】「
職
員
の
皆
様
か
ら
よ
く
声
掛
け

を
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
私
た
ち
が
働
き
や
す
い
環
境

を
作
っ
て
い
た
だ
き
、
楽
し
く
お
仕
事
が
で
き
る
こ
と

を
感
謝
し
て
お
り
ま
す
」

【
取
材
を
終
え
て
】
私
は
今
ま
で
『
障
害
を
お
持
ち
の

方
に
は
サ
ポ
ー
ト
を
し
な
け
れ
ば
』
と
単
純
に
考
え
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
当
園
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

か
ら
は
、
自
立
や
就
労
の
支
援
も
大
切
で
あ
る
事
を
学

び
ま
し
た
。
４
名
の
会
員
さ
ん
た
ち
は
、
恵
ま
れ
た
環

境
で
そ
の
お
手
伝
い
を
活
き
活
き
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

と
て
も
素
敵
な
皆
さ
ん
で
し
た
。

　
　
　
取
材
：
会
報
編
集
委
員
　
井
原 

良
治


